
中国で豊岡の取組みを発信
コウノトリが豊岡を世界と結ぶ !!

　

10
月
11
〜
13
日
、
江
蘇
省
無
錫

市
で
開
か
れ
た「
ア
ジ
ア
湿
地
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
無
錫
2
0
1
1
」に

中
貝
市
長
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

と
し
て
出
席
し
、「
湿
地
と
観
光
分

科
会
」で
1
0
0
人
を
超
え
る
聴

講
者
を
前
に
豊
岡
の
取
組
み
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
座
長
か
ら「
豊
岡
の

取
組
み
は
世
界
的
に
も
有
名
だ
が

苦
労
し
た
点
は
何
か
」、
聴
講
者

か
ら
は「
豊
岡
の
取
組
み
を
世
界

に
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く
べ
き

か
」、「
国
際
的
な
機
関
誌
な
ど
で

豊
岡
の
取
組
み
を
ど
ん
ど
ん
世
界

に
紹
介
し
て
は
ど
う
か
」な
ど
の
質

問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
湿
地
と
農
業
分
科
会
」で
は
、

浙
江
省
庵あ
ん

東と
ん

鎮ち
ん

の
高
乃
権
副
書
記

ら
が
、
豊
岡
市
な
ど
と
進
め
て
い

る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た

日
中
共
同
の
環
境
教
育
・
農
業
の

取
組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
は
、「
円
山
川
下
流
域
及

び
周
辺
水
田
」の
2
0
1
2
年
6

月
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
貝
市
長

は
、
会
場
内
で
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

事
務
局
長
の
ア
ナ
ダ
・
テ
ィ
エ
ガ

さ
ん
に
豊
岡
の
取
組
み
を
説
明
し

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

◆
テ
ィ
エ
ガ
事
務
局
長
の
コ
メ
ン
ト

・
都
市
開
発
と
湿
地
保
全
の
両
立

の
分
野
で
は
豊
岡
は
世
界
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
・
シ
テ
ィ
だ

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
な
ど
の
環

境
と
経
済
が
両
立
す
る
取
組
み

は
持
続
可
能
な
発
展
に
は
不
可

欠
だ

・
鳥
類
の
保
護
は
人
類
の
保
護
に

も
つ
な
が
る
。そ
し
て
鳥
が
そ
の

指
標
に
も
な
り
う
る

・
豊
岡
の
取
組
み
を
グ
ッ
ド
モ
デ

ル
と
し
て
世
界
に
発
信
し
、
そ

の
経
験
を
共
有
す
べ
き
だ
。
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
や
マ
ス
コ
ミ
と

連
携
す
べ
き
だ

・
来
年
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ

る
第
11
回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締

約

コ
ッ
プ
イ
レ
ブ
ン

国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
11
）の
テ
ー

マ
は
①
湿
地
②
観
光
③
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
で
あ
り
、

豊
岡
の
実
践
は
方
向
性
に
合
っ

て
い
る　

な
ど

　

豊
岡
は
、
今
後
、
取
組
み
を
さ

ら
に
効
果
的
に
世
界
に
向
け
発
信

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

分科会で豊岡の取組みを発表する中貝市長

　10月８～13日にかけて、中国の浙
せっ

江
こう

省
しょう

と江
こう

蘇
そ

省
しょう

で中貝市長をはじめ市内の小学校教諭、県職員、
高校生らが豊岡の取組みなどを発表し、高い評価を受けました。

《問合せ》コウノトリ共生課☎21︲9017

ア
ジ
ア
湿
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
Ａ
Ｗ
Ｓ
）

無む

錫し
ゃ
く

２
０
１
１
で
発
表

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
事
務
局
長
と

対
談

会場内の豊岡市と佐渡市の展示ブース

ティエガ事務局長（右）に豊岡の取組みを説明山本教諭（右）による授業
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◆
草
の
根
技
術
協
力
事
業〔
Ｊジ
ャ
イＩ

Ｃカ
Ａ（
国
際
協
力
機
構
）〕

　

市
と
県
は
、N
P
O
法
人
食
と

農
の
研
究
所（
神
戸
市
）を
実
施
機

関
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
3
カ
年

計
画
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ

ル
と
す
る
環
境
教
育
と
、
環
境
創

造
型
農
業
を
介
し
て
農
村
環
境
の

改
善
に
つ
な
げ
る
事
業
を
庵
東
鎮

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、専
門
家
チ
ー
ム
に
よ

る
現
地
調
査
と
中
国
側
調
査
団
の
豊

岡
への
受
入
れ
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
専
門
家
チ
ー
ム
を
中
国
に
派
遣

　

庵
東
鎮
モ
デ
ル
校
で
、
環
境
教

育
の
実
践
や
、
環
境
創
造
型
農
業

の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

10
月
8
〜
10
日
、
7
人
の
専
門

家
チ
ー
ム（
う
ち
豊
岡
関
係
者
4

人
）を
現
地
に
派
遣
。
今
年
7
月

に
田
植
え
を
実
施
し
た
水
田
の
栽

培
状
況
を
調
査
し
、
県
豊
岡
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
職
員
が
現
地

指
導
を
行
い
ま
し
た
。

◆
豊
岡
の
環
境
教
育
が
大
好
評

　

10
日
に
は
、
庵
東
鎮
中
心
小
学

校
で
、
市
立
城
崎
小
学
校
の
山
本

考
一
教
諭
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

郷
公
園
の
加
藤
義
弘
指
導
主
事
、

県
豊
岡
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
岡
田
弥
一
郎
課
長
補
佐
の
3
人

が
、同
小
学
校
の
4
、5
年
生
80
人

を
前
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
水
田
の

生
き
も
の
調
査
な
ど
を
題
材
に
環

境
教
育
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
本
教
諭
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
の
経
緯
な
ど
を
質
疑
も
交
え

て
授
業
を
進
め
、
加
藤
指
導
主
事

は
現
地
水
田
の
生
き
も
の
調
査
で

見
つ
か
っ
た
生
物
を
紹
介
。
さ
ら

に
、
岡
田
課
長
補
佐
は
生
き
も
の

の
見
極
め
方
な
ど
を
実
演
し
な
が

ら
説
明
す
る
と
、
児
童
た
ち
は
大

変
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で
次
々
に

手
を
挙
げ
て
発
言
。
授
業
を
見
学

し
て
い
た
中
国
側
の
教
育
関
係
者

に
も
大
変
好
評
で
し
た
。
山
本
教

諭
は「
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
代
表
さ
れ

る
豊
岡
で
の
自
然
と
の
共
生
は
普

遍
的
な
も
の
。
両
国
の
子
ど
も
た

ち
に
環
境
の
大
切
さ
を
伝
え
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

◆
今
後
の
予
定

　

こ
の
事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
倉
石　

寛
さ
ん（
食
と

農
の
研
究
所
理
事
）は「
文
化
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ
る
中
で
、

両
国
が
環
境
の
こ
と
を
一
緒
に
考

え
る
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
。
副

読
本
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
を

さ
ら
に
協
議
し
、
来
年
8
月
に
は

完
成
さ
せ
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
結
ぶ
環
境
協
力

が
中
国
で
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ

し
、
現
地
の
環
境
改
善
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
8
〜
10
日
、「
ア
ジ
ア
湿

地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
1
」プ

レ
イ
ベ
ン
ト「
E
S
D
の
た
め
の

K
O
D
O
M
O
ラ
ム
サ
ー
ル
無

錫
」に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
日

本
代
表
14
人
の
1
人
と
し
て
、
豊

岡
か
ら
西
浦
拓
也
さ
ん（
県
立
豊

岡
高
校
3
年
）が
参
加
し
ま
し
た
。

西
浦
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
も
宮

城
県
や
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
た

K
O
D
O
M
O
ラ
ム
サ
ー
ル
に
参

加
し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や
豊
岡
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
、
湿
地
の
重
要

性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
中
国
･
韓
国
･
日
本
の

3
カ
国
か
ら
40
人
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
り
ま
し
た
。テ
ー
マ
は「
持

続
可
能
な
地
球
の
た
め
に
、
み
ん

な
で
湿
地
を
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル

（
注
2
）」。
参
加
者
ら
は
、
中
国

の
湿
地
を
学
び
な
が
ら
、
自
国
の

湿
地
の
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
交
流
を
通
じ
て
持
続
可
能
な

環
境
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
行
わ
れ
た
中
で
、
西
浦
さ
ん
は

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
を
目

指
す「
円
山
川
下
流
域
及
び
周
辺

水
田
」の
特
徴
や
湿
地
保
全
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
英
語
で
発
表
。

ま
た
、
中
国
の
湿
地
と
持
続
可
能

な
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
他

の
地
域
か
ら
集
ま
っ
た
小
･
中
学

生
た
ち
を
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
進
め
た
り
、
韓
国
代

表
の
子
ど
も
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
交
流
を
促

す
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
浦
さ
ん
は「
今
回
の
交
流
で

改
め
て
人
と
人
の
関
わ
り
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
高
校
を
卒

業
し
て
か
ら
も
こ
の
活
動
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
結
ぶ
環
境
協
力

Ｅ
Ｓ
Ｄ（
注
１
）の
た
め
の

Ｋこ

　

ど

　

も

Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル
無
錫

水稲の生育状況を調査する岡田課長
補佐（右）

加藤指導主事（右）が実験田の生きものを説明

児童からサイン攻めにあう山本教諭

KODOMOラムサールでの成果をメッセー
ジとしてAWSで発表する西浦さん（右）

※注１　ＥＳＤ…持続可能な開発のための教育　※注２　サスティナブル ･･･ 持続可能な様子
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